






研究目的 

一般に発育遅延の胎児の死亡率が高いことはよく知られている。すなわち妊娠週数 33～40

週の(平均体重－2SD)以下の児の周産期死亡率は,一般の場合の 10 倍もの高率であり,さら

に 38～40 週に達してから娩出された場合にさえ,かかる発育遅延児周産期死亡率は,38 週

以前の児のそれよりも高率であるといわれていわれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


